
広報白河　2010.４.１（H22） 3広報白河　2010.４.１（H22）4

　
こ
の
制
度
で
は
、
浄
化
槽
使
用

者
か
ら
使
用
料
を
い
た
だ
き
、
市

が
法
定
点
検
や
日
常
点
検
な
ど
の

管
理
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

個
人
設
置
浄
化
槽
へ
の
補
助
金
は

３
月
31
日
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
個
人
が
設
置

し
た
合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て
も
、

管
理
を
市
に
移
管
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
本
庁
舎
下
水
道
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝
対
象
地
域　
公
共
下
水
道
認
可

区
域
や
農
業
集
落
排
水
採
択
区
域

を
除
く
市
内
全
域

⃝
対
象
　
一
般
住
宅
、
店
舗
併
用

住
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
会
社
・
工
場

の
事
務
所
な
ど

※
11
～
50
人
槽
を
設
置
す
る
と
き

は
、
３
か
月
前
に
市
と
協
議
が
必

要
で
す
。

⃝
申
請　
市
の
浄
化
槽
指
定
工
事

店
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
下
水
道
課　
内
２
２
３
５

　
２
月
に
、
大
草
川
ダ
ム
貯
水
池

（
棚
倉
町
）
で
水
難
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
昨
年
２
月
に
も
同
様

の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
大
草
川
ダ
ム
貯
水
池
周
辺
は
、

崖
地
で
大
変
危
険
な
箇
所
が
あ
り
、

立
入
禁
止
区
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
係
者
以
外
は
絶
対
立
ち
入
ら
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
県
棚
倉
土
木
事
務
所
☎
０
２
４

７
︲
３
３
︲
３
１
３
１

　
夢
と
希
望
で
あ
ふ
れ
て
い
た
昭

和
の
人
と
街
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

⃝
日
時
　
４
月
29
日
㈷
（
昭
和
の

日
）
／
午
前
10
時
～
午
後
５
時

⃝
会
場
　
大
工
町
～
新
蔵
町
周
辺

※
イ
ベ
ン
ト
を
お
手
伝
い
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

問
㈳
白
河
青
年
会
議
所
☎
㉒
８
２

８
９
（
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

　
４
月
17
日
㈯
か
ら
５
月
５
日
㈷

ま
で
、
本
町
・
中
町
・
大
工
町
の

店
頭
に
五
月
人
形
や
兜か

ぶ
と

な
ど
が
飾

ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
本
町
町
内
会　
大お

お
で
ら寺
☎
㉒
８
２
４
９
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バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
お
父
さ
ん
が
表
郷

生
ま
れ
、
穂
積
雅
子
さ
ん
の
活
躍
は
見
事
で
し
た
。
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
団
体
追
い
抜
き
で
は
０
・
０
２

秒
、
約
26
㎝
差
。
運
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
「
金
」

と
同
格
の
「
銀
」。
し
か
も
、
三
千
、五
千
メ
ー
ト
ル
の

入
賞
に
続
く
栄
冠
。
テ
レ
ビ
に
映
る
祖
母
美よ

し

さ
ん
の
喜

び
の
表
情
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
知
事
も
私
も
議

会
の
冒
頭
、
彼
女
の
栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
。
ま
た
、

フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
浅
田
真
央
さ
ん
も
感
動
の
演
技
で
し
た

ね
。「
金
」
の
期
待
を
背
に
、
キ
ム
・
ヨ
ナ
と
の
宿
命
の

対
決
。
私
ど
も
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
重
圧
で
し
ょ
う
。

空
中
で
回
り
き
れ
な
か
っ
た
ら
、
着
地
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
ず
れ
た
ら
…
。
で
も
、
妖
精
の
化
身
の
よ
う
な
迫
真

の
舞
。
極
度
の
緊
張
も
そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
れ
ば
、

ざ
わ
つ
か
な
い
心
境
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に

し
て
も
、
雅
子
さ
ん
も
真
央
さ
ん
も
謙
虚
で
さ
わ
や
か

で
す
ね
。
２
位
を
喜
び
つ
つ
も
、
次
に
向
け
静
か
な
炎

を
燃
や
し
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
技
と
力

を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
は
、
一
面
、
国
の
威
信
を
か

け
て
の
戦
い
に
な
り
ま
す
。
選
手
の
育
成
に
日
本
の
10

倍
も
の
費
用
を
か
け
た
り
、
メ
ダ
ル
を
手
に
す
る
と
高

額
の
褒
美
と
年
金
が
保
証
さ
れ
る
国
も
あ
る
と
か
。
ロ

シ
ア
で
は
成
績
不
振
で
担
当
大
臣
の
首
が
切
ら
れ
る
と

か
。
現
実
は
、
す
か
っ
と
さ
わ
や
か
と
は
い
か
な
い
よ

う
で
す
。

　　
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
と
の
か
か
わ
り
は
深
い
も
の
で
す
。

出
身
地
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
大
相
撲
。
栃
錦
と
名
勝

負
を
演
じ
た
信
夫
山
は
、
信
夫
の
郷
・
福
島
市
の
真
ん

中
に
た
た
ず
む
小
山
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
勝
つ
ご
と

に
花
火
を
あ
げ
、
地
域
こ
ぞ
っ
て
応
援
し
た
先
代
栃
東

は
相
馬
市
の
出
。
47
年
春
場
所
千
秋
楽
、
清
国
を
破
っ

て
の
初
優
勝
を
こ
の
目
で
見
ま
し
た
。
東
出
身
の
斎
須

は
、
本
名
の
ま
ま
幕
内
三
枚
目
ま
で
進
み
ま
し
た
。
夏

巡
業
の
石
川
場
所
の
土
俵
で
は
、
地
元
町
村
長
が
激
励

す
る
な
ど
、
フ
ァ
ン
の
声
援
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

野
球
も
負
け
て
い
ま
せ
ん
。「
絶
好
調
」
の
ム
ー
ド
メ
ー

カ
ー
中
畑
選
手
、
世
界
の
王
も
手
こ
ず
っ
た
カ
ミ
ソ
リ

シ
ュ
ー
ト
の
遠
藤
投
手
。
球
界
に
名
を
残
し
、
矢
吹
町

・
西
郷
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
ま
し
た
。
極

め
つ
け
は
高
校
野
球
で
し
ょ
う
。
母
校
と
故
郷
の
名
誉

の
た
め
、
懸
命
に
白
球
を
追
う
若
者
の
姿
に
皆
感
動
し

ま
す
。
白
河
地
方
か
ら
、
光
南
高
校
に
続
き
甲
子
園
の

土
を
踏
む
チ
ー
ム
の
出
現
を
待
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

マ
ラ
ソ
ン
・
駅
伝
で
す
。
須
賀
川
出
身
の
円
谷
幸
吉
さ

ん
を
思
う
と
、
今
で
も
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
す
。
ア
ジ

ア
で
初
め
て
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
日
の
丸
の
重
さ

に
耐
え
、
ふ
ら
ふ
ら
に
な
り
な
が
ら
競
技
場
に
戻
っ
て

き
た
姿
に
、
涙
し
た
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
新
春

の
箱
根
大
学
駅
伝
の
選
手
も
必
ず
出
身
高
校
が
紹
介
さ

れ
ま
す
。
藤
田
敦
史
・
佐
藤
敦
之
も
、
名
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
ま
し
た
。
白
河
、
学
法
石
川
、

田
村
高
校
、
思
わ
ず
身
を
乗
り
出
し
ま
す
。

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
希
望
と
不
安
と
が
入
り

混
じ
る
季
節
で
す
。
現
実
は
残
念
な
が
ら
不
安
が
ま
さ

っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
急
速
な
変
化
に
、
社
会
の
仕
組

み
が
追
い
つ
い
て
い
け
な
い
の
で
す
。
特
に
可
哀
そ
う

な
の
は
、
高
い
能
力
と
志
を
持
ち
な
が
ら
、
不
況
や
構

造
改
革
の
波
に
遭
遇
し
、
こ
れ
を
発
揮
で
き
な
い
ま
ま

底
辺
に
沈
ん
で
い
る
若
者
た
ち
で
す
。
国
の
大
き
い
損

失
で
す
。
人
の
価
値
が
ど
ん
ど
ん
下
が
り
、
人
の
痛
み

へ
の
共
感
も
薄
れ
て
い
く
こ
の
時
代
。
人
こ
そ
が
最
大

の
社
会
的
資
産
で
あ
る
こ
と
は
昔
も
今
も
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
今
は
、
社
会
全
体
が
人
を
つ
く
り
人
を

育
て
、
人
を
活
か
す
余
裕
を
失
っ
て
い
ま
す
。
懐

ふ
と
こ
ろの
深

い
世
の
中
に
戻
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
焦
り
に
も
似
た

思
い
で
い
ま
す
。

　
桜
前
線
が
列
島
を
駆
け
登
っ
て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ

小
峰
城
も
南
湖
も
桜
で
お
お
わ
れ
ま
す
。
ひ
と
と
き
、

白
河
の
四
季
の
移
ろ
い
の
美
し
さ
を
、
そ
し
て
命
の
輝

き
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
年
々
歳
　々
花
相
似
た
り

　
　
　
　
歳
々
年
　々
人
同
じ
か
ら
ず

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

 『
ス
ポ
ー
ツ
と
ふ
る
さ
と
』

市
長
の

手
控
え
帖

　　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
生
涯

１
回
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
の
接
種
が
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
登
録
及
び

予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
登
録
済
の
飼
い
主

に
は
、
事
前
に
「
狂
犬
病
予
防
注

射
申
請
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
裏

面
が
問
診
票
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
注
射
を
受
け
る
際
に
忘
れ
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
実
施
日　
▽
白
河
地
域　
４
月

17
日
㈯
～
22
日
㈭　
▽
表
郷
地
域

５
月
19
日
㈬
・
20
日
㈭　
▽
大
信

地
域　
５
月
11
日
㈫
・
12
日
㈬　

▽
東
地
域　
５
月
13
日
㈭
・
14
日

㈮　※
会
場
ご
と
の
日
程
な
ど
に
つ
い

て
は
、
回
覧
文
書
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⃝
費
用　
３
、
１
０
０
円
（
注
射

料　
２
、
５
５
０
円
・
注
射
済
票

５
５
０
円
）

※
あ
わ
せ
て
犬
の
登
録
を
行
う
場

合
は
、
登
録
料
３
、
０
０
０
円
が

別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。
つ
り
銭

の
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
４
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
３　
大
信
☎
㊻
３

９
７
４　
東
☎
㉞
２
１
１
３

　
合
併
浄
化
槽
の
設
置
と
良
好
な

管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
４
月
１

日
か
ら
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
し

て
管
理
ま
で
行
う
「
浄
化
槽
市
町

村
整
備
推
進
事
業
」
を
市
内
全
域

で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【水道整備事業】
　水道事業では、「安全でおいしい水」の安定供給を目標に事業を推進し、
市民に信頼される、災害などに強いライフラインとしての水道を目指し
ています。
　金勝寺地区では、国道４号の拡幅、白河橋架け替え工事にあわせて水
道工事を行い、工事費の低減化を図り、より効率的な水道整備を進めて
います。
　今後も、金勝寺・飯沢地区は、道路工事にあわせて水道整備を行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問水道部☎㉗3221

市の事業の進捗状況などについてお知らせします。

案
内

▲工事中の白河橋に設置された
300㎜の水道管

お
願
い

ま
ち
か
ど
伝
言
板

合
併
浄
化
槽
設
置
に

伴
う
補
助
制
度

　平成22年度の集団検診が、５月10日㈪から始ま
ります（日程などは広報白河３月１日号参照）。
　４月１日現在、白河市国民健康保険に加入されて
いる被保険者（40～74歳）の方に、４月末に受診
券などを送付します。受診券を送付された方は、実
施期間内に特定健診を受診しましょう。
　また、国保加入の30～39歳の方と、４月２日以
降に国保へ加入された方で、特定健診を受診希望の
方は、受診券を交付しますので、下記までご連絡く
ださい。
　問本庁舎国保年金課　内2173

平成22年度特定健康診査を受けましょう！

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射

大
草
川
ダ
ム
水
難
事
故
防
止

大
昭
和
祭
り

城
下
町
白
河
　
端
午
の
ま
つ
り


